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熊本県議会 水俣病対策特別委員会会議記録第 ９ 回

平成19年12月11日（火曜日）

午後１時１分開議

午後１時55分閉会

本日の会議に付した事件
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策について
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欠席委員（１人）

委 員 小 杉 直

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

環境生活部

部 長 村 田 信 一

次 長 富 永 安 昭

次 長 駒 崎 照 雄

環境政策課長 坂 本 愼 一

環境保全課長 古 庄 眞 喜

水環境課長 林 田 源 正

水俣病保健課長 谷 﨑 淳 一

水俣病審査課長 田 中 彰 治

事務局職員出席者

政務調査課課長補佐 内 田 豊

議事課課長補佐 菊 住 幸 枝

午後１時１分開議

○西岡勝成委員長 ただいまから、第９回水

俣病対策特別委員会を開催いたします。

12月３日には、チッソ株式会社の後藤会長

から、与党ＰＴの救済策に対する考えを直接

聴取するため、急遽お集まりをいただき、あ

りがとうございました。

当日、後藤会長が行った、現在の与党ＰＴ

の救済策については、受け入れかねるとの説

明に対し、委員の皆様にはいろいろと御意見

があろうと思いますが、これについては、執

行部の説明を受けた後、質疑の中で協議をい

ただきたいと思います。

私も、後藤会長と一緒に知事にお会いしま

したけれども、非常に憤慨やる方ない思いを

しておりますので、皆さん方にも御審議をよ

ろしくお願い申し上げたいと思います。

それでは、まず議題といたしまして、19年

10月以降の水俣病被害者対策について、議題

といたしたいと思います。執行部から説明を

受けた後、質疑を行いたいと思います。

それでは、説明資料に基づきまして、谷﨑

水俣病保健課長及び田中水俣病審査課長に説

明をお願いいたします。

○谷﨑水俣病保健課長 水俣病保健課でござ

います。お手元の資料に従いまして御説明を

させていただきます。

なお、少々長くなりますので、着座のまま

で御説明させていただきますようお願い申し

上げます。

それでは、資料の１ページをお願いいたし
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ます。

前回、当委員会が９月25日に開かれており

ますので、先ほど委員長の方からありました

12月３日の分も含めまして、その経緯につき

まして御報告させていただきます。

10月11日に 国家賠償請求訴訟 ノーモア・、 、

ミナマタの第10陣の追加提訴がなされており

まして、同日に、水俣病被害者互助会から、

国家賠償等請求訴訟も提起されております。

それから、11月19日に、チッソ株式会社の

後藤会長が記者会見を行いまして、新たな救

済策についての受け入れかねる旨の表明があ

ったところでございます。

これに対しまして、早速11月22日に、当委

員会の西岡委員長が、チッソ株式会社の後藤

会長に会われまして、県議会としての遺憾の

意を表明されるとともに、県議会で直接説明

することを要請されておられます。

これを受けて、12月３日に、先ほど委員長

からもお話がありましたように、チッソ株式

会社の後藤会長から、新たな救済策に対する

考えの説明があったところでございまして、

あわせて、知事が、チッソ株式会社の後藤会

長に対しまして、新たな救済策への協力を求

めたところでございます。

次に、２番でございますが、新たな救済策

をめぐる最近の状況につきまして御説明いた

します。

被害者の方々の間に、情報不足による不安

感等が広がっているのではないかという判断

をいたしまして、早速新たな救済策に関する

情報提供を行い、相談を受け付けるというこ

とをいたしたところでございます。

このため、水俣病保健課内に専用電話を２

機設置いたしまして、電話相談を受けるとと

もに、関係市町の各所で、約３週間にわたり

まして32回の移動相談会を実施したところで

ございます。内容につきましては、下の表に

書いているとおりでございます。

次のページをお願いいたします。

このほか、地元からの要望に応じまして、

随時、小規模の集まりにも出向きまして、個

別の説明を行ったところでございます。

このような相談会に参加された方は数百人

に及びますけれども、参加された方からは、

国で考えている救済策の内容がわかったと

か、あるいは今まで不安に思っていたことが

わかってすっきりしたといった御意見も寄せ

られておりました。今後とも、引き続き地元

での個別相談やあるいは説明を行う予定でご

ざいます。

また、昨年度から、既に関係市町に設置し

ております相談窓口でも、相談を受け付けて

おります。そのために相談員の研修も実施い

たしたところでございまして、説明内容に遺

漏がないようにいたしたところでございま

す。

以上でございます。

○田中水俣病審査課長 水俣病審査課でござ

います。資料に基づきまして、前回からの変

更点のみを御説明いたします。

まず、２ページ、３の認定申請等の状況に

ついてでございますが、(1)の関西訴訟最高

裁判決以降の熊本県への認定申請者数は、11

月30日現在で3,657人となっております。

続きまして、３ページ、４の水俣病に関す

る裁判の状況等についてでございますが、新

たに(2)の水俣病被害者互助会による国家賠

償等請求訴訟が、10月11日に提起されたとこ

ろでございます。

訴えの内容は、まだ訴状が到達しておりま

、 、せんので 報道に基づき記載しておりますが

(1)の国家賠償等請求訴訟と同様に、国及び

県の賠償責任を認めた関西訴訟最高裁判決を

前提といたしまして、損害賠償の支払いを求

めているものでございます。

なお、その他の訴訟につきましては、それ

ぞれ審理が進んでいるところでございます

が、(3)の水俣病認定申請棄却処分取り消し
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及び認定義務づけ訴訟につきましては、７月

６日に結審しておりまして、来月１月25日に

判決言い渡しの見込みでございます。判決の

内容に応じて、県としての対応を検討してい

くことになります。

以上でございます。

○西岡勝成委員長 以上で執行部の説明は終

わりました。

これより質疑に入ります。何かございませ

んか。

○倉重剛委員 先ほど委員長の方からのあい

さつの中にありましたけれども、12月３日の

我々の特別委員会に後藤会長が来て説明をさ

れた。当初、我々も、幾分の期待とそれから

今後の進展を願ったんですけれども、その発

言の内容は、極めてそれに反するもので、そ

れぞれの人に対して、極めて不愉快な思いを

させた、そういう発言であったというふうに

理解します。

それに対しては、それぞれのコメントを発

表されているので、それを今さらどうという

気持ちはありませんけれども、その後、部長

を通じて知事に会われたということですけれ

ども、そのときの状況は我々に伝わってきて

いないんですね。

できれば、そこら辺で、というのはなぜか

というと、先ほど委員長の発言にも、極めて

その発言に対しては憤りを感じたというよう

なことですから、どのような発言があったの

か、また、それに対して知事はどういう対応

を示されたのか、もっと詳しいことを教えて

いただきたいと思います。

○村田環境生活部長 先般は、後藤会長をこ

ちらに招致していただき、お話を聞いていた

だいて、本当にありがとうございました。

今、倉重委員の方から感想をおっしゃった

ような、同様の感触を持ちながら、その後知

事の方にも後藤会長が行かれましたので、西

岡委員長が同道されて知事に会われました。

そのとき、後藤会長は、同じ趣旨のことを

合間合間でおっしゃいました。知事の方から

は、一つは、一日もより早く、よりよい形で

解決をするために、国、県、それから被害者

当事者、それからチッソ、この４者で、いろ

んな中で知恵を出し合いながら、話し合いな

がら救済策を実現していくということが大事

ではないでしょうか、という投げかけをされ

ました。

それに対して、お答えというよりは、先般

の後藤会長のお考えをおっしゃったというこ

とが主な内容でございまして、特に、株主に

対する配慮を、後藤会長が言われたわけです

、 、 、けれども 株主の中にも 排出企業としての

責任企業としての企業責任を果たすために、

今の状態を何とかしなくちゃいけないという

ふうに考えていらっしゃる株主もいらっしゃ

るはずだから、そういうところもお考えの上

で、先ほど話が出ましたように、４者でそう

いう話をしながら、いろいろ前向きに歩んで

いくべきではないでしょうか、というのが主

な内容だったように理解をいたしておりま

す。

○倉重剛委員 だとするならば、結局、原因

企業としての責任というものが、我々特別委

員会でも本当に感じられなかったという、こ

れはもとに戻るような感じの、やっぱり不愉

快な思いをそれぞれがしたという気がするわ

けですよ。

原因企業がそういう態度なら、じゃあどう

いうことができるのかというのを、いろいろ

考えてみますけれども、やっぱりペナルティ

ーを課するわけにもいかぬだろうし、あの発

言に対して、県として、今後どういう行動を

起こしていくのか、そこら辺の部長の気持ち

を聞かせていただきたいと思います。
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○村田環境生活部長 今回の救済策の実現に

当たっては、与党ＰＴの中間取りまとめでも

指摘されていますように、一つは、チッソ、

原因企業の方がどう動くかと、もう一つは、

裁判をされている方も含めて、被害者の方々

の理解促進と、この方々が救済策に賛同して

いただく、この２つの問題が大きくあるとい

うふうに指摘されております。

したがって、被害者の方々への理解促進に

は、今、課長の方から説明がありましたよう

に、我々の務めとしては、できるだけ現場に

入って、一人でも多くの方々に今の状況を、

適切な情報をお伝えするということを、この

11月中にやってまいりました。

そういう中で、与党ＰＴ、特に園田座長あ

るいは環境省の動きと相まって、そういうの

、 、が どういうふうになっていくかというのは

今から形づけられていけばというふうに思う

んですけれども、もう一つのチッソの方につ

いては、基本的には、その折衝を続けていら

っしゃるのが、今、ＰＴの中でも園田座長を

中心に行われております。

いろんな考え方について、その中身を、こ

うしたらどうでしょうか、あるいはチッソの

支援策についてどうだこうだというのを、県

の知事の立場で、あるいは我々の立場でどう

だこうだというのは、非常に話がふくそうし

ますので、基本的には今、園田座長が非常に

そこら辺は頑張っていただいている状況にご

ざいます。

したがって、そういう中で、今回、議会の

方でも、今、こういうお話があっていますよ

うに、我々としては、チッソに対して前向き

な姿勢を促すという意味で、昨日の鬼海先生

の答弁にも真摯な対応を望むということを、

申し上げたわけですけれども、そういうこと

をチッソの方にも、我々としても言い続けて

いきたいと思っておりまして、そこらあたり

が園田座長あるいは環境省との今後の作業の

中でどういうふうになるのか。

この前、お感じのように、後藤会長は、今

後に全く道を閉ざしておられません。非常に

今の考え方と今後というのを整理されてお話

しになったし、責任についても、全くないな

んていうことは、一言もおっしゃっていませ

んので、そういう意味では、まだ現時点では

チッソの対応についての前向きな期待感を持

ちながら、いろいろ折衝していきたいという

ふうに思っております。

○倉重剛委員 だとするならば、やっぱり原

因企業であるチッソに対して、執行部でもな

かなか言いにくいところもあるだろうし、我

々委員会としては、厳しく、一体何ができ得

るのかということを前提として、強く意思表

、 、示をする必要があると思いますので 委員長

よろしくどうぞお願いしたいと思います。

○西岡勝成委員長 この件につきましては、

後でまたお諮りいたしたいと思いますけれど

も、私としても、それぞれの委員の先生方に

お諮りをして、委員会として、また議会とし

て決議文でも出したいというような気持ちが

ございますので、またその件については、後

で御議論をいただきたいと思います。

ほかにございませんか。

○大西一史委員 この前の後藤会長とのやり

とり、後藤会長の説明というのは、非常に不

愉快な思いということで、今、委員の方から

もおっしゃいましたけれども、私自身も非常

に不愉快でもあったし、極めて不誠実な対応

。 、 、だなと そして やっぱり原因企業としての

主体的にこの問題を前向きに解決していこう

というような姿勢というのは、なかなか見ら

れなかったなと。

与党ＰＴもぎりぎりの折衝をしている、そ

して、県議会も、それを見守りながらできる

だけ現場の――県当局も現場に足を運び、さ

っきのいろんな個別相談とか説明をしながら
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必死に努力をしていることを、何か踏みにじ

るぐらいの態度であったのではないかなとい

うふうに憤っておりますので、後ほど決議を

されるということであるので、その中では、

私はある程度厳しく、私たちの思いといいま

すか、意思をきちんと述べた上での決議にす

べきだろうというふうに思います。

そして、また同時に、今後もっとチッソが

具体的にどうアクションを起こすのかという

ことを、後藤会長、この前の発言であれば、

主導的に解決しなくちゃならないという気持

ちはあるんだけれども、具体的にどうしたら

いいかわからない、ということなんですけれ

ども、どうしたらいいかわからないというん

じゃなくて、やっぱり与党ＰＴが出している

ことに対して、きちんと対峙をして、当然経

営者としての感覚なり責任というのは、ある

のはよくわかりますけれども、やっぱり前向

きにとらえてもらえるような、そういった思

いを、県議会としてもしっかり私は伝えてい

くべきだというふうに思っておりますので、

その点を申し上げたいというふうに思いま

す。

それと、質問なのですが、実はこの前の後

藤会長の発言の中で、法的に会社は株主のも

のと、まあこれは当たり前の話なんですが、

筆頭株主というのは、どこで何％持っている

んですか。チッソの筆頭株主。わかります、

今。筆頭第２ぐらいまでわかりますか。

○坂本環境政策課長 環境政策課でございま

す。

チッソから提供されております資料の中に

大株主についての記載がございますので、一

部御紹介申し上げたいと思いますが、上位大

株主は、ほとんど金融機関、銀行関係でござ

。 、います 申し上げてよろしいかと思いますが

みずほコーポレーション銀行が4.34％、それ

から、東京海上日動火災が1.52％、三菱東京

ＵＦＪが1.41％といったような状況でござい

ます。以下、民間企業等も株主に名を連ねて

いるようでございます。

○大西一史委員 やっぱりこの株主になって

おられるそれぞれの企業というのは、まあそ

れぞれいろんな投資、いろんな考え方、取引

の関係、いろんなことで株主になっておられ

るんだというふうに思いますが、会社が株主

のものであるという後藤会長の説明というこ

とであれば、こうした原因を起こした企業の

株主であるという、そういう自覚もやっぱり

私は持っていただきたいなというふうに思う

わけですね。

ですから、直接的には、その株主の方々、

企業の方々に、これが原因があって責任があ

るというわけではないというふうには思いま

すけれども、やはり株主の皆さん方にも、こ

ういう県議会なり地元の声がある、意見があ

る、そういった後藤会長のそういう姿勢に対

して、やはり我々としても非常に憤りを感じ

ている部分があるということは、理解してい

ただくべきではないかなというふうに思いま

す。

直接的に、今、県の方から株主に文句を言

えというようなことを、私は言っているわけ

ではありませんけれども、やはり社会的にそ

ういったところもわかった上で株主になって

いるはずなんですね、原因企業がチッソであ

るということを。やっぱりその辺は、そうい

う金融機関を初めとした大株主の皆さんにも

理解をしていただくように、私も何かそうい

う機会があれば申し上げていきたいなという

ふうに思っておりますので、そういう点を皆

さんも意識していただければということを申

し添えておきます。

以上です。

○村田環境生活部長 株主の問題につきまし

ては、私ども以上に与党ＰＴ並びに環境省が

十分心しておられるものというふうに、私は
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理解をしております。

それから、ちょうどここに後藤会長が来ら

れたときの合間でのお話の中で、今、大西委

員がおっしゃいました、わからないという点

につきましても、ちょっと私の方から触れさ

せていただいたのですが、基本的に政治とか

行政は、わからないという態度ではおられま

せんと。特に、チッソ側のいろんな事情、株

主の問題もそうですし、財源の問題もそうと

思うんですが、同じような課題は実は我々県

だって抱えておりますと。実は、私、今回の

策が転んだ先の財源の問題は、胃が痛くなる

ほど悩ましい問題であります。今の状況の中

で、どういうふうにしてこの財源をつくって

いくのかと、あるいは国との負担はどうなる

のかというのは、非常に悩ましいところであ

りまして、そういうものがあるから逆にわか

らないということは言えないわけで、そこら

あたりを一緒になってどう乗り越えるかとい

うことが、基本的には大事ではないかという

ふうなニュアンスのことを申し上げたつもり

ではあったのですけれども、基本的にはこの

前おっしゃった主張の中で、合間の中でもお

っしゃっておりましたので、今度水俣市議会

の方にも来られるようですけれども、そこら

あたりがどういうふうに会長の変化になって

今後あらわれるのか、非常に注視したいと思

っておりますけれども。

○大西一史委員 ありがとうございました。

○中原隆博委員 この水俣病対策特別委員会

がこうであるように、一枚岩でこの問題の解

決に当たっていかなければならないという思

いを、なお一層強くしておるわけです。

そんな中で、与党ＰＴ、園田座長を中心に

いろんな方が、メンバーとして加わっていた

だいておりますけれども、今、正副委員長が

中心になって、執行部の皆さん方と一緒に与

党ＰＴの中に参加していただいていると思い

ますけれども、園田先生の思いとほかのプロ

ジェクトチームの委員の先生方、それぞれ結

束してこの問題を解決しようというような気

持ちの、その感触というのを教えていただき

たいと思うんですけれども。

○村田環境生活部長 ＰＴの中での議論は、

いわゆる積極的に現状認識をとらえて、救済

策を前向きに進めようというのが主流だとい

うふうに私は理解しております。

ただ、問題の中で、チッソの対応をどう求

めるかというような意味で、チッソ側の事情

も考慮した中で、当然平成７年のときもチッ

ソ支援策がとられたわけですので、チッソに

対して今後どうするかということが、非常に

重要な要素だからということで、検討チーム

が別に立ち上がっておりますので、そういう

中で、具体的に救済策を最終形として、どう

形づくるのかということについて、今、話が

進められているものというふうに私は理解を

しております。

ただ、時間的な推移がございまして、もう

既に、来年度予算をまとめるための時間も余

りないわけでして、国会の会期の問題や、い

ろんな問題が交錯する中でのいろんな御判断

を、ＰＴの方でも国の方でもされると思いま

すが、基本的方向性としては、救済策の実現

に向けた方向で皆さんお考えになっているも

のというふうに理解をいたしております。

○中原隆博委員 被害者団体を含めて、いろ

んな方の心情、今、それぞれ各地で意見交換

会をされながら巡回なさっている旨、その生

の声をやっぱり上京の折には、それぞれの先

生方にもお伝えしていただくということを要

望しておきます。

○西岡勝成委員長 中原委員、私も与党ＰＴ

に毎回出席いたしておりますけれども、それ

ぞれ違う意見があっても、一生懸命座長がま
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とめられて、今の救済策をつくり上げられた

と思っております。それぞれ案が提出される

までにはいろいろな議論もありましたけれど

も、最終的には皆さん納得の上でこのような

案が、救済策が出されたものと思っておりま

す。

○中原隆博委員 わかりました。

○西岡勝成委員長 ほかにございませんか。

○平野みどり委員 この前の会長のお話を聞

きながら、やはり皆さんがお思いのように、

昨今は、食品偽装だ何だかんだといろんな糾

弾がされているのにもかかわらず、50年以上

も人の命にかかわる部分での、原因企業とし

ての責任を、十分自覚されていないなという

思いはいたしました。

ただ、今回の救済策の次にまたあるのでは

、 、ないかという心配を持っておられる そして

裁判にもどうやって対応していこうか、これ

から裁判での救済という道もあるわけですの

で、そういう意味での大枠というか、フレー

ムがしっかりと見据えられない中で、いろん

なことに判断をしていく難しさというのもあ

るだろうなと思うんですけれども、中長期的

な視点で、今後チッソを巻き込みながら、ど

ういうように最終的に解決していくかという

部分に関しては、今後どういうふうに取り組

んでいかれようと思っておられるのでしょう

か。

○村田環境生活部長 非常に難しい御質問な

、 、んですけれども いわゆる裁判という手法と

それから通常の行政の手法である認定審査の

手法による解決、それと、平成７年がそうだ

ったわけですけれども、それを包括するよう

な形で政治救済、政治決着という形がありま

す。今回も同じように政治救済という流れの

中で来たと。

一つ大きなポイントとしては、前回もそう

だったんですが、チッソの方のお考えの中で

非常に大きくあるのは、最終の解決だったは

ずであると、ところが、その後の事情、平成

16年の最高裁判決も含めて、それが最終にな

っていなかったというところが状況の変化で

あるわけですし、さらに、平成７年で救済す

べき方が、全部救われずに残っているという

状態を、どうとらえるかというのが非常にあ

ります。

、 、 、ただ 私個人は 言わせていただくならば

裁判が全くゼロになるという形は、これは我

々がどうこうすることはできないので、そこ

はやはり被害者の方々の判断ということがあ

る以上は、全くゼロになってしまうような状

況、そういう意味での全面というのは、あり

得ないのではないかなと。しかしながら、一

日も早くということで政治救済に手を挙げて

いらっしゃる方が、少なくとも半数以上はい

らっしゃるわけで、そういう方々にこたえて

いくというような意味で、いわゆる政治が動

く、出動する救済は最終であると、解決が、

また政治によってという形になるのは、今回

が最終であるということを園田座長もおっし

ゃっております。

また、そういうふうな形でなければ、今回

の救済策の意味合いはないのかなというふう

な気持ちを持っておりまして、今のところ、

先ほど言いました２つの要素で若干足踏みし

たような状態になっておりますので、正直言

、 、 、って 見通しを今後どうだということを 今

私もうまくまだしゃべれません。これは正直

な印象であります。

ただ、被害者の方々への理解促進なり、チ

ッソに対しても前向きなと取り組みいうこと

を、あるいはＰＴに対しても、環境省に対し

ても精いっぱいぶつかっていく、そういう気

持ちを我々スタッフ、全部が合わせておりま

して、そういう中で、非常にありがたいこと

に、委員長、副委員長を中心に議会と両輪に
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なった動きをさせていただいておりますの

で、そういう意味では、今後も、年末、年明

け、３月、そういう流れの中で、ぜひ一緒に

やらせていただきたいと思います。

それから、さっき田中審査課長が触れまし

たけれども、１月25日には裁判の判決が１つ

出ます。これは、どういう形が出るかという

ことは、非常に我々も関心が当然高いわけで

すけれども、ぜひ先生方も、１月25日の判決

の出方あたりも含めて注視をしていただきた

いし、そういった要素が、それからの国会の

会期延長なりなんなり等々も含めまして、非

常に複雑に影響してくるわけですので、その

時々、折々にこういう場で、先生方に御相談

しながらやらせていただきたい、というふう

な言い方しか今のところできないというの

が、正直な印象でございます。

○平野みどり委員 ぜひ頑張っていただきた

いと思うんですが、チッソにも、きちんと最

後の最後まで救済ができるような形、政治的

な決着はこれが最後というふうなお話でした

が、司法に道を求められる方も含めて救済が

できるように、原因企業としての自覚をしっ

かり促して私たちもいきたいと思いますし、

県としても強く言っていただきたいというふ

うに思います。

以上です。

○児玉文雄委員 今、平野先生と部長の答弁

で、私が言いたいこと、聞きたいことは大体

出てきたんですが、恐らく平成７年のあのと

きも、チッソは、もうこれで終わりという気

持ちもあったし、亡くなられた松岡先生あた

りも、座長としてそういう気持ちで恐らくあ

の解決を図られたというふうに思うわけで

す。

あのときが１万何百という数字の方々が救

、 。済され また申請者がやっぱり１万余おると

これでは、私は、だから、一概にチッソだけ

が、後藤会長発言を一概に批判するわけには

いかないという気もするんですよ。

恐らく企業としては、やっぱり企業の存続

というのも考えていかなきゃいかぬ、これが

株主にこたえる一つの方法でもあるわけです

よね。それを、また裁判の方は裁判でやる、

、 、 、だから この和解について これで最後だと

もう国も、このことについては、今後一切、

仲介役というか、プロジェクトのチームをつ

くって、もうそういうことはやらないと、こ

れが最後だと、そこらあたりがはっきりして

くれば、私は、チッソも、当然原因者という

ことは百も承知ですから、それは今まで何千

億というお金をあそこも出しているわけです

、 、から そこらあたりをはっきりしさえすれば

チッソもこの話に十分乗ってくるのではない

かという考えを持っております。

○村田環境生活部長 後藤会長のお気持ちの

中では、平成７年の踏み込んだ決断というの

は、やはり後藤会長のお気持ちの中でも大き

かったと思います。それが、実は国会の議論

の中でもそうです。やはり国として、あの政

治決断をされるときの思いは、また今度とい

うような、そんな軽々しいものではなかった

はずだと思います。そういう思いの中で、今

回、約10年以上たちまして、また同じような

事態になったことに対するギャップといいま

すか、そういうものが非常に大きくあるのは

間違いないと思います。

ただ、そういう問題の中で、今の現状をど

うとらえるのか、それをどう解決していこう

かという形になれば、そこはいろいろ今後の

話し合いの中でやはり前向きな姿勢でない

と、これはもうがちんこになるしかありませ

、 、んので そこらあたりの期待感を込めながら

チッソとも折衝をしていきたいというふうに

思っております。

後藤会長が言われることが、御発言の節々

の中にそういう思いを込めながら、非常に慎
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重にお答えになっているのも我々理解してお

りますし、全くゼロか100かという答え方は

されておられません。だから、今、児玉委員

おっしゃったような趣旨も、我々体しながら

当たっていきたいというふうに思っておりま

す。

○倉重剛委員 だからこそ、チッソが、一体

今後どんな方策を持って考えているかという

ことは、やっぱり今からの交渉の中で引き出

していかないかぬと思うわけですね。一方的

にペナルティーを課したってどうしようもな

いわけだから、そこら辺の努力が非常に難し

さがあるでしょうけれども、頑張ってほしい

ということですよね。冒頭申し上げたのは、

私はそういう意味で申し上げた。

○氷室雄一郎委員 いろんな御意見は出まし

たけれども、後藤会長が、まずこの議会棟に

入られる前に、患者団体等の皆さんから、ま

さしく罵声と怒号が飛び交う中、この委員会

の場に入ってまいられました。

私は、その場で、こういうさまざまな御批

判について、会長がどう受けとめておられる

かということを、お尋ねしたのですが、それ

に対しても、何か小さな声で、もごもごと言

われただけで、ちょっと聞き取りもできませ

んでして、非常にさまざまな企業としての考

え方はあったとは思うんですけれども、そう

いう御批判に対する企業のトップとしての受

けとめ方なり、そういうものはきちっとやっ

ぱり表現してほしかったなという、非常に残

念な思いでございます。

これから、今、倉重先生がおっしゃったよ

うに、わからないということであれば、いろ

んな折衝の中で、県としては、さまざまな情

報をしっかり提供をしながら、チッソとして

の企業責任は、やっぱりしっかり求めていく

べきではなかろうかと。後で決議等があると

いうことでございますけれども、その辺はし

っかり厳しく決議等も出していただければと

思っています。

もう一点は、チッソのこういうコメント等

が出た流れの中で、もちろん国会も非常に厳

しい、不透明な流れでございますけれども、

与党ＰＴとして、このチッソのコメント等が

出た背景の中で、若干今までの対応といいま

すか、スピードに変化があるのではないかと

思っていますし、若干おくれるのではないか

という危惧も持っておりますけれども、その

辺の県の与党ＰＴとの接触の中ではどうい

う、先ほどちょっと部長の方からお話がござ

いましたけれども、今まである程度流れが進

んできた、この流れが緩やかになるのではな

いかという危惧を持っておりますので、その

辺について、わかる範囲で情報の提供をお願

いしたいと思っています。

○村田環境生活部長 今回のチッソの動き、

それから、片や被害者の方々の裁判に対する

固めといいますか、あるいは賛同していらっ

しゃる方々の中でも、まだ出水の会のように

別な要求をされている方々もいらっしゃると

いうことで、園田座長も、そこらあたりは非

常に苦慮をされながら進めておられます。

一つの流れとして、今後、さきに概算要求

で要求されたものが、どういう形で来年度予

算の中で国としてお考えになっていくのか、

今後の年内での見計りをやらなければいけな

いというふうに思っております。

それと、既に報道等で、ＰＴの動きそのも

のが今後どうなるのかということが、園田座

長の会見という形で出てきておりますけれど

も、私どもも、年内に園田座長あるいは環境

省と接触し情報収集してみないと、そこらあ

たりちょっとわからない部分がございます。

。 、情報収集にまずは努めると 年内までの動き

それから、年が明けてからの３月までの動き

とか、そういったものをまた逐次、日に日に

判断をしていかなければならないというふう
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に思っておりますので、現時点ではちょっと

あいまいなお答えしかできませんけれども、

一日一日が非常に大事な時間に入っておりま

すので、そういったことを気をつけながら動

いていきたいというふうに思っております。

○鎌田聡委員 先ほど部長の方から、この救

済策を進めていくには２つの大きな要素とい

うことで、やっぱりチッソの理解なり、もう

１つが被害者の理解促進ということでありま

したけれども、要はチッソがああいう態度を

示された、非常に原因企業としては腹立たし

い思いを持つのは、それはもう同じ思いであ

りますけれども、やはりそのことで全面救済

につながらないというようなことと、与党Ｐ

Ｔの救済案はいけないけれども、やっぱり被

害者救済はやっていきたいという思いは述べ

られたと思うんですが、そのことと、もう一

つの大きな要素である被害者の理解促進が半

分ぐらいですよね、与党ＰＴの救済案。これ

で本当に、じゃあこのままそこを推し進めて

いいのかという議論を、もう一回私はやるべ

きじゃないかなというふうに思うんです。

というのは、最終解決という話がありまし

たけれども、やっぱり全面救済というのが、

私たちがやらなければならないことだという

ふうに思いますので、そのことによって、今

の案をもう少し被害者が要望されている案に

近づけていく、チッソは財政負担の部分はあ

りますけれども、そういった理解がもう少し

広がっていくように、努力をしていく取り組

みも必要だというふうに思いますけれども、

その点はいかがでしょうか。

○村田環境生活部長 今回、相談会なり説明

をやらせていただいていて、実際反応をお伺

いしていますと、いわゆる救済策に対しての

中身に対しては、非常に理解を示される方が

多くいらっしゃいます。これは全部とは言い

ませんけれども、そういう意味では、救済策

に対して、例えば医療の無料化も含めて、一

日も早い救済策の実現をというふうに声を上

げている方がいらっしゃるのは確かでござい

ます。

ただ、その内容が、たくさんの方々に理解

される中で話が広がって、一人でも多くとい

うことにならなければならないわけで、そこ

が評価のポイントかなというふうに思ってお

りますので、そういう意味では、今後のＰＴ

の方で、今、団体の代表とも会っていらっし

ゃいますし、そういう中身の充実の度合いに

応じてそれを着実に伝えていく、被害者の皆

さん方に伝えていく、その伝えていく中で、

全く受け入れがたいというふうな状況になる

のかどうか。今のところ、まだ形がほんわか

とした状態なものですから、皆さん方は次の

行動に出かねていらっしゃる。それが今あら

われているんだろうと思います。

ですから、そういう意味の、少なくとも何

か今のままでいいのかということで、今のや

り方をこの時点でハンドルを切るという形

は、私は今のところはそうすべきではないん

じゃないかなと思います。逆に、最大限の努

、 、力を今傾注されている園田座長を ＰＴなり

環境省なり、あるいは我々の努力の中でどこ

までやれるか。その努力を今、精いっぱいや

るというのが、私個人の今の気持ちでもあり

ますし、そういう中で、今の時点でハンドル

を切る話をすれば、逆に混乱をしてしまうと

いうふうな気持ちを、非常に強く持っていま

す。

○鎌田聡委員 ハンドルを切るということじ

ゃなくて、やはり今の内容よりももう少し、

できるだけ訴訟をしている人たちが、もう少

しこっちに寄ってきていただくような中身に

上げていくことも、大事じゃないかなという

ふうに思うんですよね。それじゃないと、や

っぱりこの前会長が発言されたように、同じ

ことをまた繰り返してしまうという心配、こ
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れはもう当然だというふうに思いますけれど

も、その辺はもう考えていく余地はないんで

すか。

○村田環境生活部長 最終的な形としては、

私どもがというよりは、園田座長の交渉の中

なりで、これまでも大分形が変わってきまし

た。一番最初に言った中からいくと、相当変

わってきています。そういう中では、今、裁

判をされている方が一人でもというような意

味で、園田座長のまさに政治的な御判断の中

で、いろんな動きが出てくることもあり得る

とは思いますけれども、そこは私たちとして

は、今、現場でのいろんな声を国なり座長な

りにお届けすることが、最大の我々の役目か

なというふうに思っておりますので、きょう

の委員会での御議論あたりも当然お伝えをし

たいと思いますけれども、そういう役割の中

で対ＰＴに臨んでいきたいというふうに思っ

ております。

○鎌田聡委員 最初から上がってきたと言わ

れますけれども、私たちこの特別委員会の要

求は、最初はまだ上にあったんですよ。95年

と同様ということでやってきていますので、

そこの折り合いというか、そこをどうつけて

いくかで、今回の与党ＰＴの救済案でいいの

かどうかということは、もう一回やっぱり考

えていかなければならないというふうに思い

ましたので、私はそういった意見を申し上げ

させていただきました。

○西岡勝成委員長 ほかはございませんか。

――ないようでしたら、今までの御意見をち

ょっとまとめて私なりに考えたんですけれど

も、前回の委員会でチッソ株式会社の後藤会

長から、平成７年当時何らかの事情で手を挙

げられなかった方があることや、解決しない

といけないという気持ちはあるとの認識を示

されたものの、与党ＰＴの救済策は受け入れ

かねる旨の表明がなされ、私としては、先ほ

ど申しましたように、非常に残念な気持ちで

ございますし、皆様方も同様のお気持ちであ

ろうかと思います。

そこで、多くの被害者が早期救済を求めて

いる現状を受けて、委員会として、チッソ株

式会社に対し、早期解決に向けた主体的な取

り組みを求めることを、県議会の意思として

強く求める必要があると思います。

つきましては、私といたしましては、決議

を行いたいと考えておりますが、意思表示を

県議会の決議という形で行うかどうか、行う

とした場合、どのような案文にするか皆さん

、 、方にお諮りをいたしたいと思いますが まず

決議を出すということに御賛同いただけます

か。

（｢異議なし」と呼ぶ者あり)

○西岡勝成委員長 じゃあ、そのようにいた

したいと思いますが、文案につきまして、た

たき台が必要だと考えましたので、決議文案

を準備いたしております。これから配付をい

たします。

（決議（案）配付)

○西岡勝成委員長 それでは、担当書記に朗

読させます。

○内田政務調査課課長補佐

新たな水俣病被害者の救済策の早期実現に

向けた決議（案）

水俣病問題の解決は、長年にわたる熊本

県政の最重要課題であり、本県議会は、こ

れまで最大限の努力を払ってきた。特に、

チッソ株式会社に対しては、被害者補償完

遂のために、県債発行という異例の形によ

る支援を行ってきた。

この間、平成７年には、多くの関係者の

尽力と苦渋の決断による政治解決により、

１万人以上の方々が救済され、地域の平穏

がもたらされた。

しかしながら、今なお被害に苦しむ方々
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がおられる現実があり、平成16年10月の関

西訴訟最高裁判決を契機として、多くの方

々が早期救済を求める声を上げるに至って

いる。

これに対して、与党水俣病問題に関する

プロジェクトチームは、早期救済を求めら

れる被害者の声にこたえるため、去る10月

26日に新たな救済策の基本的な考え方を示

された。

今後、この大きな問題の解決には、乗り

越えるべき多くの困難な課題があるが、関

係者が連携して、早期救済の実現に向けて

ひたむきに努力することが必要である。

しかるに今般、チッソ株式会社が、本県

議会水俣病対策特別委員会において 「平、

成７年の救済に漏れた方があることは事実

だと思う 「解決しないといけないという」、

」 、気持ちはある との認識は示されたものの

与党の救済策を受け入れかねる旨を表明さ

れたことは、大変遺憾である。

多くの被害者が早期救済を求めている現

状に対して 「具体的にどうすればよいか、

わからない」という姿勢ではなく、早期解

決に向けた原因企業としての主体的な姿勢

を示すべきである。

公害の原点と言われながら、今なお解決

されていない水俣病問題の早期解決は、す

べての被害者のみならず、地域住民の願い

であり、本県議会は、引き続きこの問題の

解決のために、全力を尽くす覚悟である。

チッソ株式会社においても、原因企業と

、 、しての責任を重く受けとめ 現状を直視し

患者補償と企業経営を両立し得る方策を模

索し、水俣病問題の早期解決の実現に向け

て、我々と連携した主体的な取り組みを強

く求める。

以上、決議する。

平成 年 月 日

熊本県議会

○西岡勝成委員長 今、朗読いたしましたけ

れども、この文案につきまして何か御意見が

ございましたら。

○大西一史委員 私も今読ませていただい

、 、て ちょっと自分なりに今ずっと読みながら

もう少しトーンを強く出しても私はいいのか

なというふうに思いました。特に、大変遺憾

であるというところ、真ん中から下の方です

か 「与党の救済策を受け入れかねる旨を表、

明されたことは、大変遺憾である 」という。

ところですが、遺憾だけではなくて、やっぱ

り原因企業としての自覚であるとか、誠実さ

というのが、この前の後藤会長のお話の中で

は私は余り感じられなかったので、その辺に

、 、対して 私は大変憤りを覚えておりますので

そういったことも、この後あたりに追加して

いただければいいかなというふうに思いま

す。

それと「 具体的にどうすればよいかわか「

らない」という姿勢ではなく」は 「あいま、

いな姿勢ではなく」に 「早期解決に向けた、

原因企業としての主体的な姿勢」というより

は、やっぱり「積極的かつ具体的な姿勢 、」

より具体的に、積極的にという形で、強めて

いただきたいということをお願いしたいと思

います。

それから、最後の下から３行目「患者補償

と企業経営を両立し得る方策を模索し」とあ

りますけれども、患者補償と企業経営を両立

し得る方策は、今まで当たり前のように模索

してこられたわけだから、それよりもやっぱ

り今、私たちが求めなければならないのは、

当然それは会社として、企業経営は成り立た

せるというのは当たり前のことであります

が、チッソ株式会社という原因企業、公害を

引き起こした原因企業ということから考えま

すと 「患者補償と被害者の救済を最優先に、

考えた経営に努める」とか 「経営努力をす、

る」とか、そういった文言にしていただいた
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方がいいのかなというふうに思います。

「我々と連携した主体的な取り組み 、ま」

あ、主体的でも具体的でもいいですが、そう

いった形で少し文言を修正していただければ

いいなというのが、私が今ざっとこの案文を

見せていただいて、聞いたところでの感想で

すので、反映をしていただければありがたい

と思います。

○西岡勝成委員長 今、３点要望がございま

したけれども、ほかに何か。

○岩中伸司委員 私も、３日の後藤会長のお

話では、ちょっと頭にきたことがいっぱいあ

るんですけれども、そのときも企業の論理が

かなり優先されているなと。これは水俣病保

健課でまとめられた３日のやつも、利益を上

げていかないことには、責任が果たせないと

か書いてあるんですけれども、きょう、今の

決議の中で、私も少し補強していただきたい

のが、一言だけでも、今、大西委員から言わ

れたとこら辺も「企業経営を両立し得る方策

を模索し」というのは、ここら辺はもう削除

、 、 、をしながら それと さらに私が思ったのは

その上の段に「チッソ株式会社においても、

原因企業としての責任を重く受けとめ 、そ」

の後には、やっぱり「最大限の努力をすべき

である」という、何かそういう我々の主張を

やるべきじゃないかと そして その後に 現。 、 「

状を直視し 、そして水俣病問題の云々とい」

うことでした方が、やっぱりこれはもう少し

我々の気持ちを強めた案文にしてもらえれば

いいなというふうな思いでいます。

○西岡勝成委員長 今、両委員から、もう少

し語尾といいますか、我々の気持ちを含めた

ところで文案を修正したらどうかという御意

見があります。私も、委員長としても、最後

の２行あたり、両立というのはちょっと弱過

ぎるかなという感じもありますので、この文

案につきましては正副委員長に任せていただ

いて……

○大西一史委員 一任します。

○西岡勝成委員長 また本会議前には、先生

方にお配りをいたしたいと思いますので、そ

ういうことで修正を行いたいと思いますけれ

ども、それでよございますか。

（｢異議なし」と呼ぶ者あり)

○西岡勝成委員長 じゃあ、修正をした上で

決議文をつくりたいと思います。

そのほか、何かございませんか。

（｢はい」と呼ぶ者あり)

○西岡勝成委員長 特にないようですので、

今後、状況によりましては臨時にお集まりい

ただくこともあろうかと思いますが、よろし

くお願いをいたしたいと思います。

閉会中の継続審査事件についてお諮りをい

たします。

議事次第に記載の事項については、閉会中

もなお継続審査する旨、会議規則第82条の規

定に基づき、議長に申し出ることとしてよろ

しゅうございますか。

（｢異議なし」と呼ぶ者あり)

○西岡勝成委員長 それでは、そのように取

り計らいたいと思います。

以上をもちまして、本委員会を終了いたし

ます。

午後１時55分閉会

熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する

水俣病対策特別委員会委員長


